
IndoorEnvironment,Vol.26,No.2,p.138,2023

室内環境［2023］

室内環境学
関連情報

2023年5月29日（月）～6月2日（金）の5日間，あ

わぎんホール（徳島市）にて，第2回環境化学物質3

学会合同大会（第31回環境化学討論会/第27回日本

環境毒性学会研究発表会/第25回環境ホルモン学会

研究発表会）が開催されました。

環境中の化学物質の分析と挙動，環境化学物質の

ヒト健康や生態系への影響，化学物質の生態系にお

ける影響分野について，異なる分野の研究者同士が

広く議論し，分野横断的な研究を進めることを目的

とした合同大会であり，本年度で2回目の開催とな

ります。発表演題としては，昨年度に引き続きマイ

クロプラスチックやメタボロミクス研究に加え，今

年度は新たに有機フッ素化合物（PFAS）の研究発

表が目立っていたように思います。発表演題数は

407演題（口頭発表160，ポスター227，その他20）

であり，そのうち私個人が興味を持っている環境化

学やヒトの健康に関する発表，高校環境化学賞受賞

校の発表を聞いて参りましたので，いくつかご紹介

したいと思います。

1)室内環境としての車室空間の環境動態：継続的

な曝露経路となりうる車室空間は，近年注目されて

います。臭素系難燃剤やVOCに関する報告があり

ました。

2)ヒトモニタリングによる曝露評価：有害化学物

質の継続的な曝露情報を得るうえで重要である，ヒ

トバイオモニタリングに関するシンポジウム，体内

動態モデル，バイオマーカーを用いた健康影響評価

に関する発表がありました。手前味噌になりますが，

我々のグループでは，健康な男女100名に対する介

入試験を行い，日用品を介した化学物質曝露の体内

動態を解析した報告を行いました。

3)長野県北信地区の水の特性に関する発表：湧水

と水道水中の硝酸態窒素等についてトリリニアダイ

アグラムを使って水質の特徴を捉えた報告がありま

した。高校環境化学賞の受賞校の報告です。説明し

てくださった高校生の方は水質の可視化することの

重要性を認識されていて，私自身としても改めて科

学の面白さを思い出させていただいた気がしました。
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